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討議	

厚生労動省より「民泊」の説明 
（厚生労働省医薬・生活衛生局	 山口企画官） 
・ホテル・旅館・簡易宿所・民泊の違いに関して 
・民泊法案は来年度制定される予定 
・民泊は宿泊数などに制限が設けられる 
・古民家は簡易宿所として運営するのが適している 
 
その後議論 
・空き家管理の市場は伸びているので古民家もこれからの市場 
・建築基準法の問題がある（議員連盟に定義したい） 
・インバウンドでは「古民家」は大事である（次回観光庁に来て頂く） 
・ホテルで鍵を管理している「大田区の事例」が有効ではないか？（次回に資

料揃えて協議） 
・宿泊運営には「食事」をケータリングがいい 
・民泊も管理者が必要になり参入は難しくなる 
・グランピングでの宿泊は規制がないので「古民家」を管理棟として考えるに

はいい 
・インバウンドは「札幌のゲストハウスの事例」は運営として有効 
・寺の宿坊形式も参考にしていく 
 
次回は「観光庁」にお越し頂き「インバウンドと古民家」を学び協議する 
 
１１月に一度中間報告をする為に事務局とロングステイ財団で協議 
 
	


